
発行　学校法人　東京家政学院
〒 102-8341　東京都千代田区三番町 22 番地
Tel.　03-3262-2251（代表）　Fax.　03-3262-2174
URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

102014

No.138

目　次
○　東京家政学院大学………………… １～３P
○　入試日程………………………………… ４P
○　筑波学院大学……………………… ５～８P
○　入試日程………………………………… ８P
○　東京家政学院中学校・高等学校… ９～ 10P
○　募集要項（抜粋） ……………………… 11P
○　学校法人東京家政学院…………… 12 ～ 14P
○　社会のなかで、研究室紹介…………… 15P

〈東京家政学院大学〉

新入生オリエンテーションキャンプ学科対抗スポーツ大会
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進路指導教諭対象入試説明会

高等学校の進路指導教諭を対象とした、平成 27 年度入

試説明会が各キャンパス（町田キャンパス 6 月 12 日（木）、

千代田三番町キャンパス 6 月 17 日（火））で開催されま

した。

町田キャンパスでは、参加していただいた高等学校出

身の在学生と面談できるコーナーを設けたところ、大変

好評でした。在学生と面談した高等学校の先生からは、

思いがけず卒業生と会えて嬉しかったとのお言葉をいた

だきました。

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
開
催

４
月
17
日
（
木
）・
18
日
（
金
）
に
新
入
生
を

対
象
と
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
の
目
的
は
、
新

入
生
の
皆
さ
ん
が
、
大
学
生
活
に
一
日
で
も
早

く
慣
れ
、
多
く
の
友
達
を
作
り
、
そ
し
て
、
学

科
の
上
級
生
や
教
員
と
の
交
流
を
通
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
大
学
生
活
に
希
望
を
も
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
の
目
的

が
、
期
待
以

上
に
達
成
で

き
た
キ
ャ
ン

プ
で
し
た
。

バ
ス
を
降
り

る
新
入
生
の

表
情
か
ら
は

満
足
感
が
溢

れ
て
い
ま
し

た
。

第
７
回
『
大
学
は
美
味
し
い
!!
』
フ
ェ
ア

（
新
宿
高
島
屋
）
に
参
加

5
月
28
日
～
6
月
3
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

『
大
学
は
美
味
し
い
!!
』
フ
ェ
ア
に
、
生
活
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
学
生
、
大
学
院
生
、
延
べ
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
各
地
の

大
学
が
、
企
業
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
商
品
化

さ
れ
た
食
品
や
大
学
独
自
の
研
究
開
発
に
よ
り
商

品
と
な
っ
た
食
品
の
販
売
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
本
学
は
、
今
年
で
3
回
目
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
企
業
と
の
協
働
に
よ
り
商
品
化
さ
れ

た
ベ
ー
グ
ル
（
株
）
ト
レ
イ
ベ
ッ
カ
ベ
ー
カ
リ
ー

と
、
葉
山
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
る
葉
山
産
夏
み

か
ん
を
使
っ
た
結ゆ

う

季き

最も

中な
か

、
夏
み
か
ん
羊
羹
（
日

影
茶
屋
）
を
販
売
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

が
商
品
化
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、卒
業
生
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、

後
輩
の
活
躍
を
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

学
の
校
名
を
会
場
で
見
つ
け
て
駆
け
つ
け
て
き
て

く
だ
さ
る
方
や
、
お
母
様
が
卒
業
生
で
懐
か
し
く

思
っ
て
来
場
さ
れ
た
方
な
ど
、
卒
業
生
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
は
、
日
ご
ろ
の
授
業
で
は
得
難

い
経
験
が
で
き
、
ま
た
、
本
学
の
成
果
を
発
表
で

き
た
な
ど
有
意
義
な
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
例

年
、
会
場
で
の
学
生
の
熱
心
な
活
動
は
、
企
業
や

他
大
学
か
ら

も
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
活
デ
ザ
イ

ン
学
科
で
は
、

今
後
も
商
品

化
に
繋
が
る

よ
う
教
育
研

究
活
動
を
深

め
て
い
き
ま

す
。

「
学
び
の
成
果
を
地
域
へ
つ
な
ぐ
」平

成
25
年

度
の
現
代
家
政

学
科
『
ア
パ
レ

ル
企
画
・
設
計

論
』（
蒲
池
香

津
代
准
教
授
・

井
澤
尚
子
助
教

担
当
）
は
、「
高

齢
者
の
た
め
の

食
事
用
エ
プ
ロ

ン
を
企
画
・
設

計
・
製
作
す
る
」

と
い
う
授
業
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
高
齢
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
利
用
者

の
観
察
、
介
護
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
自
分
た
ち

の
体
験
し
た
こ
と
や
調
査
結
果
を
基
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で
工

夫
を
凝
ら
し
企
画
、
設
計
を
し
ま
し
た
。
ミ
シ
ン
操
作
に
不

慣
れ
な
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
各
自
が
で
き
る
作
業
を
分
担

し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
理
論
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
に

既
製
服
の
企
画
・
設
計
・
生
産
の
体
験
を
し
な
が
ら
授
業
を

進
め
、
出
来
上
が
っ
た
エ
プ
ロ
ン
を
調
査
で
お
世
話
に
な
っ

た
「
千
代
田
区
立
一
番
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
贈
呈

し
、大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
と
の
交
流
は
、

大
学
で
の
学
び
を
活
か
す
う
え
で
も
大
変
有
効
で
あ
り
、
今

後
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
岩
手
県
野
田
村
に
お
け
る
復
興
支
援

～
復
興
を
支
え
る
継
続
し
た
支
援
～

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
２
０
１
１

（
平
成
23
）
年
か
ら
岩
手
県
野
田
村
の
高
校
に
当
時
赴
任
さ
れ

て
い
た
卒
業
生
な
ど
の
縁
か
ら
「
東
日
本
大
震
災
大
津
波
復

興
支
援
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
、
野
田
村
出
身
で
関
東
地
方
に
在
住
し
て
い

る
親
睦
会
野
田
は
ま
な
す
会
の
加
藤
和
子
さ
ん
や
、
野
田
村

に
隣
接
す
る
久
慈
広
域
観
光
協
議
会
の
貫
牛
利
一
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
人
間
福
祉
学
科
の
教
員
が
中
心
に
な
り
学
生

有
志
と
と
も
に
、「
野
田
村
物
産
展
示
販
売
」
を
通
し
て
売
上

金
を
野
田
村
に
寄
付
し
、
復
興
の
取
り
組
み
や
現
在
の
状
況

を
伝
え
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
以
後
、毎
年
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
、

野
田
村
の
名
物
の
「
の
だ
塩
焼
き
そ
ば
」
の
「
野
田
村
物
産
模

擬
店
」
を
通
し
て
継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
、
人
間
福
祉
学
科
の
学
生
が
中
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ルbloom

が
中
心
に
な
り
、
人
間
福
祉
学
科
の
教
員
が
支

援
す
る
体
制
に
移
行
し
、
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
の
「
野
田
村
物
産
模

擬
店
」
の
他
に
、

野
田
村
で
開
催

さ
れ
た
復
興
支

援
の
イ
ベ
ン
ト

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
す
る

復
興
支
援
を
行

な
い
、
本
年
も

継
続
し
て
い
ま

す
。

学
友
会
主
催　

七
夕
祭
り

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
7
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
七
夕
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
募
集
を
行
な
っ
た
短
冊
に

は
単
位
取
得
や
実
習
に
関
す
る
こ
と
、
恋
愛
の
こ
と
な
ど
大

学
生
ら
し
い
願
い
ご
と
の
ほ
か
、
笑
い
を
誘
う
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
4
日
に
は
学
生
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

る
恒
例
の
流
し
素
麺
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
雨
模
様

で
し
た
が
、
50
名
以
上

の
参
加
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は
初

め
て
体
験
す
る
と
い
う

学
生
も
多
く
、
非
常
に

盛
り
上
が
っ
た
1
日
で

し
た
。

第
51
回　

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
の
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
が
11
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）
に
、

「
宇
宙
」
を
テ
ー
マ
に
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
年
度
も
学
内
外
か
ら
の
多
数
の
参
加
者
に
よ
り
模
擬

店
、
展
示
、
発
表
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
若
者
に
大
人
気
の
ス
ー
パ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
Ｋ
Ｖ

Ａ
祭
に
つ
い
て
、
詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
学
生
支
援
グ

ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野外自炊

ボランティアサークル bloomの学生と教員

七夕の様子

学生が授業で製作した高齢者のための食事用エ
プロンを特別養護老人ホームに贈呈

本学ブースでの販売風景
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
学
連
携
協
定
に
参
加

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
成
功
に
向
け
、
組
織
委
員
会
と
全
国
の
大
学
が
連

携
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進
や
大
会
機
運
の
醸
成
等

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
連
携
協
定
に
、
東
京
家
政
学

院
大
学
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
6
月
23
日

に
早
稲
田
大
学
大
隈

記
念
講
堂
で
行
わ
れ

た
締
結
式
に
は
、
締

結
大
学
５
５
２
校
の

う
ち
２
６
７
校
の
出

席
が
あ
り
、
本
学
か

ら
は
天
野
学
長
が
出

席
さ
れ
「
協
定
書
」

を
受
理
し
ま
し
た
。

附
属
図
書
館
報
の
タ
イ
ト
ル
を
公
募
し
ま
す
！

附
属
図
書
館
で
は
今
ま
で
「
図
書
館
報
」
と
し
て
い
た
タ

イ
ト
ル
を
改
め
、
次
号
か
ら
本
学
の
図
書
館
報
に
ふ
さ
わ
し

い
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
図

書
館
報
の
新
タ
イ
ト
ル
を
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
公
募
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
最
優
秀
作
品
を
学
長

賞
と
し
て
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
図
書
館

報
の
新
タ
イ
ト
ル
と
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間
：
平
成
26
年
7
月
下
旬
～
11
月
30
日

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
附
属
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

学
生
食
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〝
女
子
大
ら
し
い
食
堂
〟〝
魅
力
あ
る
食
堂
〟
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、
今
年
度
4
月
よ
り
千
代
田
三
番
町
・
町
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
食
堂
が
生
ま
れ
変
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
や
、
創
立
記
念

メ
ニ
ュ
ー
、
注
文
す
る
ま
で
分
か
ら
な
い
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
、
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
も

登
場
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
会
よ
り
大
学
開
設
50
周
年
の
記
念
と
し
て
、
両

キ
ャ
ン
パ
ス
食
堂
内
に
ユ
ー
セ
ン
（
Ｂ
Ｇ
Ｍ
）
整
備
が
さ
れ

る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
気
あ
ふ
れ

る
空
間
と
な
り
そ
う
で
す
。

千代田三番町キャンパス
ローズホールの様子

創立記念イベントメニュー
サーロインステーキ

生
活
文
化
博
物
館

「
新
収
蔵
品
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
篇
」展
（
仮
）

平
成
26
年
11
月
8
日
（
土
）
～
12
月
19
日
（
金
）
の
期
間
、

「
新
収
蔵
品
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
篇
」
展
（
仮
）
を
開
催
し

ま
す
。
短
期
大
学
が
閉
校
し
た
こ
と
に
伴
い
旧
被
服
造
形
研

究
室
が
所
蔵
し
て
い
た
教
具
（
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
、
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
な
ど
）
が
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
の
を
契

機
に
、
こ
れ
ま
で
受
講
生
や
ゼ
ミ
生
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た

教
具
の
ド
レ
ス
を
広
く
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

１
９
７
４
年
～
１
９
９
３
年
に
か
け
て
収
集
さ
れ
た
ピ

エ
ー
ル
・
カ
ル
ダ
ン
作
品
12
点
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ン
ガ

ロ
作
品
5
点
を
展
示
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
華
や
か
さ
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
個
性
に
注
目
し

て
ご
覧
い
た
だ
き
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
世
界
を
垣
間
見

る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

研究室内の展示の様子
（1990 年代）

大
学
紹
介
動
画
の
完
成

こ
の
ほ
ど
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校
見
学
会
で
利

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
大
学
紹
介
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
大
学
案
内
２
０
１
５
の
職
業
イ
ラ
ス
ト
と
連
動
し

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、
各
学
科
の
卒
業
後

の
主
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
映
像

化
し
て
い
ま
す
。「
東
京

家
政
学
院
大
学
の
魅
力
」

「
学
科
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

魅
力
」「
い
ま
夢
中
に
な
っ

て
い
る
学
び
」「
学
生
の

今
後
の
目
標
」
な
ど
冊
子

で
は
な
か
な
か
伝
わ
ら
な

い
、
学
科
で
学
ぶ
学
生
の

生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平成 27年度　東京家政学院大学　入試日程

◆東京家政学院大学　入試日程
入　試　種　別 日 程 出   願   期   間　※ 1 試　　験　　日 合格発表日 入学手続締切日

Ａ Ｏ 入 試

3 期 10 月 9 日（木）～ 10 月 17 日（金）
別に定められた
出願前の面談日

10 月 23 日（木） 10 月 31 日（金）

4 期 10 月 30 日（木）～ 11 月 7 日（金） 11 月 13 日（木） 11 月 21 日（金）

5 期 12 月 2 日（火）～ 12 月 9 日（火） 12 月 12 日（金） 12 月 19 日（金）

推 薦 入 試

A 日程
10 月 17 日（金）～ 10 月 24 日（金）

窓口受付：10 月 27 日（月）※ 2
11 月 2 日（日） 11 月 6 日（木） 11 月 14 日（金）

B 日程
11 月 18 日（火）～ 11 月 28 日（金）

窓口受付：12 月 1 日（月）※ 2
12 月 7 日（日） 12 月 10 日（水） 12 月 19 日（金）

一 般 入 試

S 日程 1 月 6 日（火）～ 1 月 15 日（木） 1 月 24 日（土） 1 月 29 日（木） 2 月 5 日（木）

A 日程
1 月 6 日（火）～ 1 月 16 日（金）

窓口受付： 1 月 19 日（月）※ 2
2 月 1 日（日）
2 月 3 日（火）

2 月 5 日（木） 2 月 13 日（金）

B 日程
1 月 22 日（木）～ 2 月 9 日（月）

窓口受付： 2 月 10 日（火）※ 2
2 月 18 日（水） 2 月 20 日（金） 2 月 27 日（金）

C 日程
2 月 20 日（金）～ 2 月 27 日（金）

窓口受付： 3 月 2 日（月）※ 2
3 月 12 日（木） 3 月 13 日（金） 3 月 20 日（金）

セ ン タ ー 試 験 利 用 入 試

A 日程
1 月 20 日（火）～ 1 月 30 日（金）

窓口受付： 2 月 2 日（月）※ 2
大 学 入 試
セ ン タ ー 試 験
1 月 17 日（土）
1 月 18 日（日）

2 月 6 日（金） 2 月 13 日（金）

B 日程
1 月 29 日（木）～ 2 月 6 日（金）

窓口受付： 2 月 9 日（月）※ 2
2 月 17 日（火） 2 月 24 日（火）

C 日程
3 月 5 日（木）～ 3 月 16 日（月）

窓口受付： 3 月 17 日（火）※ 2
3 月 20 日（金） 3 月 27 日（金）

特 別 選 抜 試 験
（社会人・海外帰国子女）

B 日程 12 月 8 日（月）～ 12 月 15 日（月） 1 月 10 日（土） 1 月 15 日（木） 1 月 22 日（木）

私 費 外 国 人 留 学 生 試 験 B 日程
11 月 13 日（木）～ 11 月 27 日（木）

窓口受付：上記期間中※ 3
1 月 10 日（土） 1 月 15 日（木） 1 月 22 日（木）

編入学試験・学士入学試験 B 日程 12 月 8 日（月）～ 12 月 15 日（月） 1 月 10 日（土） 1 月 15 日（木） 1 月 22 日（木）

※ 1　出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※ 2　推薦入試、一般入試（S 日程を除く）、センター試験利用入試の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。
※ 3　私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。

◆ AO 入試面談日・キャンパス

面談実施日
面談会場

現代家政 健康栄養 生活デザイン 児　童 人間福祉

3 期 10 月 4 日（土） 千代田三番町 千代田三番町 町田 町田 町田

4 期 10 月 25 日（土） 千代田三番町

5 期 11 月 29 日（土） 町田 町田 町田

◆オープンキャンパス 2014 日程
千代田三番町キャンパス 町田キャンパス

10 月 5 日（日）

11 月 8 日（土）、9 日（日）【KVA 祭同時開催】

12 月 6 日（土） 14 日（日）

3 月 28 日（土） 22 日（日）

◆東京家政学院大学大学院　入試日程
入試種別 出願期間※ 1 試験日 合格発表日 入学手続締切日

一般・社会人・留学生選抜
（4 月入学生　後期 ) 平成 27 年 1 月 27 日（火）～ 2 月 3 日（火） 2 月 10 日（火） 2 月 17 日（火） 2 月 24 日（火）

※ 1  出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。

　※詳しくは大学案内、学生募集要項をご覧ください。

（お問い合わせ先）
　東京家政学院大学・大学院
　〒 194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
　町田キャンパス入試広報グループ
　TEL　042-782-9411　　　FAX　042-782-1711
　URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/　　E-mail　nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

写真撮影のために「協定書」を手にする天野学長

大学紹介動画の完成
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朝
食
提
供
が
本
格
開
始

4
月
15
日
か
ら
学
食
で
朝
食
提
供
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
学
生
生
活
安
定
の
為
の
支

援
」
の
1
つ
と
し
て
、
学
生
1
人
1
人
の
生
活

の
質
の
向
上
及
び
健
康
増
進
を
目
的
と
し
、
今

年
1
月
の
朝
食
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
を
経
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
毎
週
火
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
8
時
半
か
ら
10
時
ま
で
の
時
間
帯
に
学

食
に
於
い
て
、

学
生
は
１
０
０

円
、
教
職
員
は

３
０
０
円
で
朝

食
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
内
容
が

大
変
充
実
し
て

お
り
、
毎
日
利
用

す
る
と
い
う
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
、
和
食
（
ご
飯
、
み
そ
汁
、
お
か
ず
3
品
）
と

洋
食
（
パ
ン
、
サ
ラ
ダ
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

卵
料
理
、
ス
ー
プ
、
コ
ー
ヒ
ー
）
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
海
外
で
も
韓
国
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る

な
ど
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

新
年
度
Ｏ
Ｃ
Ｐ
活
動
が
ス
タ
ー
ト

本
学
は「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」を
テ
ー

マ
に
学
外
で
社
会
参
加
活
動
を
行
う「
Ｏ
Ｃ
Ｐ（
オ

フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
1
年
生
の
時
に
「
実

践
科
目
Ａ
」
の
授
業
で
体
験
的
に
社
会
参
加
活
動

を
行
い
、
2
年
生
に
な
る
と
「
実
践
科
目
Ｂ
」
で

30
時
間
以
上
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
実
践
科
目
Ｂ
は
、
初
回
授
業
（
4
月
14

日（
月
））に
2
名
の
卒
業
生
、石
川
結
加
さ
ん（
平

成
20
年
度
卒
：
個
人
経
営
）、
杉
山
貴
子
さ
ん
（
平

成
16
年
度
卒
：
有
限
会
社
モ
ー
ハ
ウ
ス
）
を
お
招

き
し
、
お
二
人
が
学
生
時
代
に
取
り
組
ん
だ
様
々

な
活
動
や
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
躍
ぶ
り
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
と
行
動
力
に
、
こ
れ
か
ら
社
会
参
加
活
動

を
始
め
よ
う
と
す
る
学
生
た
ち
は
大
き
な
刺
激
を

受
け
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
4
月
21
日
（
月
）
に
は
、
学
生
の
活
動

を
受
け
入
れ
て
い
る
団
体
に
よ
る
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で
9
回
目
と
な
る
説
明
会

に
は
、地
域
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

自
治
体
、
企
業
、
財
団
な
ど
36
団
体
が
参
加
し
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
い
く
つ
も
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、

担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
学
生
た
ち
は
学
内
研
修
を
経
て
社
会

参
加
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
学
生
た
ち
が
、
こ
の

活
動
を
通
じ
て
大
き
く
成
長
し
、
新
し
い
自
分
を

発
見
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
宅
外
通
学
生
懇
親
会
が
和
や
か
に
進
行

5
月
26
日
、
4
月
か
ら
1
人
暮
ら
し
を
始
め
た

新
入
生
を
対
象
に
「
自
宅
外
通
学
生
懇
親
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
島
学
長
の
挨
拶
と
激
励
に

始
ま
り
、
軽
食
を
と
り
な
が
ら
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。
新
入
生
か
ら
の
質
問
に

対
し
、
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
学
生
生
活
を

送
る
上
で
の
有
益

な
情
報
の
提
供
も

あ
り
、
学
生
同
士

の
親
睦
を
深
め
る

な
ど
、
新
入
生
に

と
っ
て
大
変
有
意

義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

「花で描こうフラワーアート」プロジェクト実施

　5 月 10 日（土）・11 日（日）に開催された『つくばフェ

スティバル 2014』で、本学の髙嶋啓講師の授業を履修し

ている学生が中心となり、佐野講師（印象評価アンケート

担当）、野田美波子助教（デザイン制作担当）の協力で、『花

で描こうフラワーアート』プロジェクトを実施しました。

デザインは、「つくばホンモ

ノ！」のロゴマークと地球とを

アレンジし、つくばからの新し

い「ひらめき」をイメージして

デザインされました。

朝食の様子

自宅外通学生懇親会集合写真

フラワーアート会場風景

〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
TEL：029-858-4811（代表）
FAX：029-858-7388
URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp/

オリンピックパラリンピック競技大会組織委員会との
協定を締結

　筑波学院大学は、東京オリンピックパラリンピック競技

大会組織委員会との連携協定を締結しました。これは本学

がつくば市の観光基本計画策定に協力した２年前に、ス

ポーツツーリズム振興で筑波大学や早稲田大学、スポーツ

マネジメント学会と親交を深め、組織委員会設立とともに

協力を要請されたものです。ス

ポーツによる交流人口の増大、

ホスピタリティに関する研究や

異文化理解と環境保護を啓蒙す

るなどの協力をします。

創
立
25
周
年
記
念
切
手
を
発
行

筑
波
学
院
大
学
は
、
本
年
創
立
25
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
筑

波
学
園
郵
便
局
の
協
力
で
、
創
立
25
周
年
を
記
念
す

る
82
円
切
手
10
枚
シ
ー
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。

切
手
に
は
、
大
正
12
年
に
家
政
研
究
所
を
開
設

し
た
大
江
ス
ミ
氏
の
胸
像
、
入
学
式
、
卒
業
式
、

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
学
生
達
、
図
書
館
、
教
室
風
景

な
ど
、
大
学
の
様
々
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
特
区
で
あ
る

つ
く
ば
市
の
象
徴
で
あ
る
セ
グ
ウ
ェ
イ
に
乗
る
学

生
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
研
究

学
園
都
市
と
し
て
特
徴
的
な
風
景
が
切
手
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
月
15
日
（
火
） 

に
、
筑
波
学
園
郵
便
局
か
ら

局
長
、
部
長
、
担
当
職
員
3
名
が
来
学
し
、
切
手

の
発
行
を
記

念
し
て
納
品

式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
26
年
度
奨
学
金
授
与
式

7
月
14
日
に
、
東
京
家
政
学
院
光
塩
会
の
永
山

ス
ミ
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
奨
学

金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
与
さ
れ
た
奨
学

金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学

生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
2
年　

山
口
詩
穂

　
　
　
　
　
　

3
年　

武
藤
宏
明

　
　
　
　
　
　

4
年　

箕
輪
有
希

■
光
塩
会
奨
学
金

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学

生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
2
年　

堀
江
美
香

　
　
　
　
　
　

3
年　

飯
塚
由
都

　
　
　
　
　
　

4
年　

渡
辺
悠
太

■ 

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
創
立
90
周
年
記
念 

光
塩
会
奨
学
金

学
業
、
人
物
と
も
に
優
れ
、
か
つ
大
学
へ
の
貢

献
度
が
高
い
学
生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
4
年　

野
濱
哲
也

　
　
　
　
　
　

4
年　

木
村
悠

■
筑
波
学
院
大
学
教
職
員
奨
学
金

成
績
が
優
秀
な
学
生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。 

経
営
情
報
学
科
3
年　

冨
田
一
魁

受
賞
学
生
か
ら
は
、「
努
力
が
報
わ
れ
、
こ
の

よ
う
な
賞
を
頂
き
、
親
孝
行
が
で
き
て
良
か
っ

た
。」「
大
学
院
進
学
さ
れ
た
先
輩
方
は
皆
さ
ん
受

賞
し
て
い
る
。
自
分
も
進
学
を
希
望
し
て
い
る
の

で
受
賞
出
来
て
良

か
っ
た
。」「
自
分

が
受
賞
し
た
こ
と

で
、
ご
指
導
頂
い

た
先
生
方
や
、
ア

ル
バ
イ
ト
先
の
会

社
の
方
に
ご
恩
返

し
が
で
き
た
よ
う

で
う
れ
し
い
。」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
い
ば
ら
き
総
文
２
０
１
４
」
で
様
々
な
協
力

第
38
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
「
い
ば
ら

き
総
文
２
０
１
４
」
が
7
月
27
日
開
幕
し
、
つ
く

ば
市
で
開
会
式
が
あ
り
ま
し
た
。「
文
化
部
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
」
と
よ
ば
れ
、
31
日
の
閉
幕
ま
で
、

全
国
か
ら
約
2
万
人
の
高
校
生
が
集
い
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
27
日
夕
方
行
わ
れ
た
全
国
各
地
か

ら
集
結
す
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
の
生
徒
輸
送
バ
ス
の
駐
車
場
と
し
て
学
生
駐
車

場
を
、
パ
レ
ー
ド
運
営
事
務
施
設
と
し
て
大
教
室
、

学
生
食
堂
な
ど
を
無
償
で
提
供
し
、
パ
レ
ー
ド
の

成
功
の
大
き
な
か
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
島
学
長
が
期
間
中
開
催
さ
れ
た
弁
論

部
門
の
審
査
員
と
し
て
審
査
に
あ
た
る
な
ど
「
い

ば
ら
き
総

文
」
に
様 

々
な
協
力

を
行
い
ま

し
た
。

奨学金授与式を終えて

大会マスコットキャラ
クターふれあちゃん

切手納品式を終えて

25周年記念
切手デザイン

交わされた協定書
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平成 27 年度　筑波学院大学　入試日程・オープンキャンパス日程
■ AO 入試【セミナー型】

区分 セミナー開催日 出願資格認定通知日 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

2 期 9 月 15 日（月・祝） 9 月 18 日（木） 9 月 22 日（月）　
～ 10 月 3 日（金）

本面談は
ありません 10 月 14 日（火）

■ AO 入試【予備面談型 / 作品型】

区分 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

2 期 9 月 16 日（火）～ 9 月 26 日（金） 10 月 5 日（日） 10 月 8 日（水）

3 期 11 月 4 日（火）～ 11 月 14 日（金） 11 月 24 日（月・祝） 11 月 26 日（水）

4 期 1 月 6 日（火）～ 1 月 30 日（金） 2 月 8 日（日） 2 月 12 日（木）

5 期 2 月 23 日（月）～ 3 月 6 日（金） 3 月 15 日（日） 3 月 18 日（水）

■推薦入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

A 日程 10 月 14 日（火）～ 10 月 27 日（月） 11 月 3 日（月・祝） 11 月 5 日（水）

Ｂ日程 12 月 1 日（月）～ 12 月 10 日（水） 12 月 14 日（日） 12 月 16 日（火）

■一般入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

Ａ日程 1 月 6 日（火）～ 1 月 26 日（月） 2 月 1 日（日） 2 月 3 日（火）

Ｂ日程 2 月 2 日（月）～ 2 月 20 日（金） 3 月 1 日（日） 3 月 3 日（火）

■大学入試センター試験利用入試　　［大学入試センター試験日：1 月 17 日（土）・18 日（日）］

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

Ａ日程 1 月 26 日（月）～ 2 月 6 日（金） 本学独自の学力審査
はありません

2 月 18 日（水）

Ｂ日程 2 月 23 日（月）～ 3 月 6 日（金） 3 月 18 日（水）

■私費外国人留学生入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

Ａ日程 9 月 1 日（月）～ 9 月 17 日（水） 10 月 5 日（日） 10 月 8 日（水）

Ｂ日程 10 月 20 日（月）～ 10 月 31 日（金） 11 月 24 日（月・祝） 11 月 26 日（水）

C 日程 1 月 6 日（火）～ 1 月 15 日（木） 2 月 8 日（日） 2 月 12 日（木）

D 日程 2 月 16 日（月）～ 2 月 27 日（金） 3 月 15 日（日） 3 月 18 日（水）

■社会人入試

出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

1 月 6 日（火）～ 1 月 23 日（金） 2 月 8 日（日） 2 月 12 日（木）

オープンキャンパス

10 月 25 日（土）
　　  26 日（日）

10:30 ～
KVA 祭同時開催

3 月 22 日（日） 10:30 ～

入試相談会

11 月 16 日（日） 　10:30 ～

12 月 7 日（日） 　10:30 ～

2 月 22 日（日） 　10:30 ～

　（お問い合わせ先）
　　筑波学院大学
　　〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
　　入試広報グループ
　　TEL.　029-858-4815　　FAX. 029-858-7388
　　URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp/　　E-mail　nyushi@tsukuba-g.ac.jp

※詳しくは大学案内、学生募集要項をご覧ください。 第 24回筑波学院大学 KVA祭

10 月 25 日（土）、26 日（日）の 2 日間、平成 26 年度
第 24 回 KVA 祭を開催します。

今年度のメインイベントは、実行委員イベント係のバン
ドグループによるライブを企画中です。また、子供たちに
大人気だったヒーローショーは今年も開催されます。

学生の自主企画からはじまった「筑波学院大学 KVA 杯小
学生ドッジボール大会」も第 9 回目を迎え、2 日目の日曜
日に開催されます。白熱した試合は必見です。

今年のテーマは「宴～最高のおもてなし～」。筑波学院
大学に来学された全ての方に楽しんで頂ける 2 日間になる
よう、成功目指して実行委員一同全力で取組んでおります。
是非皆様お越しください。

活
躍
！　

華
道
部　
　
　
　
　

今
年
も
東
京
花
展
に
出
瓶

華
道
部
で
は
、
今
年
も
5
月
8
日
、
9
日
に
日

本
橋
三
越
で
開
催
さ
れ
た
東
京
花
展
（
池
坊
）
に

本
学
の
非
常
勤
講
師
の
安
中
み
ふ
ゆ
先
生
の
指
導

の
も
と
、
熊
谷
奈
緒
子
、
豊
島
千
晴
、
岡
田
麻

衣
子
、
杉
山
香
織
の
4
名
の
学
生
が
出
瓶
し
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
私
た
ち
の
学
校
？
学
校

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
け
る
？
」
で
す
。
作
品
は
、

大
学
の
校
章
の
バ
ラ
を
メ
イ
ン
に
Ｋ
・
Ｖ
・
Ａ

（Know
ledge ,Virtue ,Art

）
の
文
字
を
使
い
2
つ

に
ま
と
め
ら
れ
、
明
る
く
、
若
々
し
い
も
の
と
な

り
大
変
好
評
で
し
た
。

筑
波
学
院
大
学
で
は
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
一
環
と

し
て
安
中
先
生
の
ご
指
導
に
よ
る
、
華
道
を
授
業
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

授
業
の
履
修
後
も
引

き
続
き
華
道
部
に
参

加
し
活
動
を
続
け
た

り
、
最
近
は
男
子
学

生
も
入
部
す
る
な
ど
、

活
動
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
学
生
生
活
に
！　
　
　

「
学
長
と
の
対
話
集
会
」

6
月
18
日
、「
学
長
と
の
対
話
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
学
友
会
長
は
じ
め
、
学
友
会
、
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
実
行
委
員
会
、
有
志
の

学
生
が
参
加
し
、
よ
り
よ
い
学
生
生
活
を
送
る
た

め
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
内
容

や
演
習
室
の
利
用
方
法
の
ほ
か
、
施
設
の
環
境

や
売
店
、
学
食
の

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
2

年
生
の
男
子
学
生

か
ら
は
、
校
舎
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
さ
れ
て
い
る

が
、
体
育
館
2
階

ア
リ
ー
ナ
等
の
施
設
利
用
に
は
不
便
が
あ
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
話
し
合
い
は
2
時
間
に

も
及
び
、
学
生
、
大
学
双
方
に
と
っ
て
、
大
変
有

益
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

対
話
集
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
学
生
へ
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

歓
迎
！　

中
華
大
学
（
学
生
研
修
）

海
外
協
定
校
の
台
湾　

中
華
大
学
の
10
名
の
学

生
が
7
月
8
日
か
ら
7
月
14
日
の
一
週
間
、
本
学

で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
中
華
大

学
で
日
本
語
を
専
攻
し
て
い
る
1
～
3
年
生
の
学

生
た
ち
。
本
学
で
は
日
本
語
、観
光
、異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
な
ど
の
授

業
を
受
講
し
た
ほ
か
、
華
道
や
茶
道
の
体
験
、
学

外
研
修
と
し
て
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
筑
波
山
神
社

見
学
な
ど
を
通
し
て
、
本
学
学
生
と
の
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
学
友
会
の
学
生
た
ち
が
歓
迎
会
や
放

課
後
の
近
隣
案
内
、
週
末
の
東
京
観
光
案
内
な
ど

を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
帰
国
直
前
に
行
わ

れ
た
「
さ
よ
な
ら
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
、
研

修
生
か
ら
は
「
ま
た
日
本
に
来
て
皆
さ
ん
と
会
い

た
い
！
」
本
学
学
生
か
ら
は
「
中
華
大
学
の
研
修

に
絶
対
に
行
く
の
で
、
今
度
は
台
湾
で
是
非
会
い

た
い
！
」
な
ど
の

声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
次
回
の
両

大
学
の
短
期
交

換
研
修
は
、
12
月

に
舞
台
を
台
湾

の
中
華
大
学
に

移
し
て
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

幅
広
く
意
見
交
換
「
留
学
生
懇
談
会
」

6
月
16
日
、「
留
学
生
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
で
学
ぶ
1
年
生
か
ら
4
年
生
の
留
学

生
15
名
が
参
加
し
、
日
頃
の
学
生
生
活
の
状
況
や
、

授
業
で
の
留
学
生
な
ら
で
は
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
生
の
課
題
に
対
し

て
は
、
先
輩
留
学
生
や
教
員
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
さ
れ
、
特
に
進
路
に
つ
い
て
、
就
職

や
進
学
、
ゼ
ミ
の
選
択
な
ど
幅
広
い
内
容
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
外
国
人

留
学
生
委
員
会
で

は
こ
う
い
っ
た
会

を
今
後
も
定
期
的

に
行
い
、
留
学
生

支
援
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

華展会場で

学長との対話集会集合写真

研修開講式のあとで留学生懇談会の様子

エ
ン
ジ
ン
全
開
！

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
!!

今
年
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。

テ
ー
マ
は
『Face to Face

筑
波
学
院
で
会
い
ま

し
ょ
う
』

4
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
1
年
生
か
ら

3
年
生
ま
で
真
摯
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
っ
！
」
朝
は
挨
拶
の

練
習
。
終
了
後
は
全
員
で
反
省
会
。「
明
る
く
元

気
な
対
応
を
心
が
け
よ
う
。」「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
は
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
。」

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
気
づ
き
が
、
少
し
ず
つ
全

体
を
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

笑
顔
の
硬
さ
が
取
れ
、
相
互
に
協
力
し
助
け
合
う

力
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。保
護
者
の
方
か
ら
も
、

親
切
丁
寧
な
態
度
に
感
激
の
コ
メ
ン
ト
が
届
い
て

い
ま
す
。

昨
年
度
の
先
輩
た
ち
も
一
生
懸
命
さ
が
輝
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
足
跡
を
後
輩
た
ち
が
必
死
に
た

ど
り
、
今
年
は
さ
ら
に
自
分
た
ち
の
カ
ラ
ー
に
染

め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
高

校
生
、
保
護
者
の

方
に
筑
波
学
院
大

学
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
に
、
全
力

で
走
っ
て
い
る
学

生
ス
タ
ッ
フ
は
、

本
学
の
頼
も
し
い

「
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
」
で
す
。

意気込み新たにみんなでポーズ
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東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO　KASEIGAKUIN　JUNIOR　＆　SENIOR　HIGH　SCHOOL

〒102-8341
東京都千代田区三番町 22 番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）
URL  http://www.kasei-gakuin.ed.jp
E-mail:koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp

75
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

●
中
高
創
立
75
周
年
記
念
の
特
別
講
演
に
つ
い
て

11
月
8
日
（
土
）
13
時
10
分
～
大
江
ス
ミ
記
念

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
て
、
本
校
卒
業
生
で
あ
り
、
元

宝
塚
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
、
そ
の
後
は
現
代
を
代
表
す

る
舞
台
女
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
麻
実
れ

い
」
さ
ん
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

本
校
在
学
当
時
の
思
い
出
、
宝
塚
時
代
の
経
験
、

そ
の
後
の
舞
台
女
優
と
し
て
の
お
話
し
な
ど
聴
く

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
「
な
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
誕
生
！

75
周
年
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、
生

徒
会
か
ら
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
投
票
し
た
結

果
、
一
番
人
気
で
し
た
。
生
み
の
親
で
あ
る
高
３

Ｃ
の
安
田
有
里
奈
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。 

「
75
周
年
な
の
で
、
な
っ
こ
ち
ゃ
ん
と
名
づ
け
、

数
字
の
7
に
か
け
て
菜
の
花
の
妖
精
を
イ
メ
ー
ジ

し
ま
し
た
。
ふ
ん
わ
り
と
優
し
い
女
の
子
が
お
花

の
上
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
様
子
を
描
い
て
み
ま

し
た
。」
皆
さ
ん
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
創
立
75
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て

文
化
祭
時
に
合
わ
せ
、
創
立
75
周
年
記
念
誌
を

発
行
し
ま
し
た
。
大
変
好
評
で
す
。
ご
入
用
の
方

は
、
中
高
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

■ 

第
64
回
（
２
０
１
４
年
）「
学
展
」（
全
日
本
学

生
油
絵
コ
ン
ク
ー
ル
）

入
賞

受
賞
者　

高
２
Ｄ　

田
中
愛

作
品
名　
「
ゴ
リ
ラ
が
み
て
る
」

正
直
、
最
初

に
入
賞
し
た
と

聞
い
た
時
は
何

か
の
間
違
い
だ

と
す
ら
思
っ
て

い
ま
し
た
。
入

賞
式
で
賞
状
と

賞
品
を
頂
く
ま

で
は
信
じ
ら
れ

な
か
っ
た
く
ら

い
で
す
。
で
も
、
入
賞
式
が
終
わ
り
、
自
分
の
展

示
さ
れ
て
い
る
絵
を
見
て
や
っ
と
自
覚
で
き
ま
し

た
。
夏
の
学
展
で
の
入
賞
は
そ
れ
く
ら
い
夢
に
見

て
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
。

入
賞

受
賞
者　

高
２
Ｃ　

能
村
真
実

作
品
名　
「
窓
辺
の
先
生
」

学
展
に
絵
を

搬
入
す
る
日
ま

で
、
夏
休
み
前

半
一
日
中
制
作

に
取
り
組
ん
で

い
た
の
で
、
結

果
が
出
て
嬉
し

い
で
す
。
今
回

私
は
、
お
世
話

に
な
っ
て
い
る

担
任
の
時
田
先
生
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
ま
た
学
展
に
出
す
機
会
が
あ
れ
ば
、
大
賞

を
と
り
た
い
で
す
。

■
高
校
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
全
国
大
会
出
場

8
月
2
日
3
日
、
2
日
間
に
わ
た
り
大
阪
市

中
央
体
育
館
に
て
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
ソ
ン
グ

リ
ー
ダ
ー
部
は
6
月
の
関
東
予
選
を
通
過
し
、
全

国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
前
最
後
の
通
し
練
習
に
は
夏
休
み
中
に
も

関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の
生
徒
た
ち
や
先
生
方
が
集

ま
り
、
多
く
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
全
国
大
会

に
出
発
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
１
５
０
の

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
華
や
か
な
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
本
校
の
選
手
た
ち
も
、
大
き
な
会
場

の
中
、
堂
々
と
し
た
演
技
を
見
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

出
場
選
手

　
　
　
　
　
　

高
3　

斎
坂
有
希

　
　
　
　
　
　

高
3　

酒
井
麻
衣

　
　
　
　
　
　

高
3　

葛
西
秋
桜
花

　
　
　
　
　
　

高
3　

酒
井
杏

　
　
　
　
　
　

高
2　

山
本
愛
薫

　
　
　
　
　
　

高
2　

清
井
ひ
な
の

　
　
　
　
　
　

高
2　

保
浦
杏
奈

　
　
　
　
　
　

高
2　

細
谷
満
里
子

　
　
　
　
　
　

高
1　

村
田
真
優
佳

　
　
　
　
　
　

高
1　

宮
谷
藍
里

　
　
　
　
　
　

高
1　

折
井
さ
ら

　
　
　
　
　
　

高
1　

若
原
彩
音

中学校・高等学校共通イベント

合唱祭

　日時：　2015 年 1 月 28 日（水）
　　　　　13：00 ～ 15：30
　場所：　練馬文化センター
　住所：　東京都練馬区練馬 1-17-37

受験生・保護者の皆様は予約なしで見学できます

大江スミ奨学金について

中学校２・３年生及び高等学校２・３年生に対して
授業料を減免する制度ができました。

この制度が受けられる生徒は、前
年度に優秀な成績を修め、良好な生
活態度で、高校卒業時まで、本学院
の生徒として学業を続ける意志のあ
る者となっています。

2014 年度　東京家政学院中学校・高等学校校内説明会日程
“ テーマは体験　主役はわたし達 ”　在校生がご案内します。

■東京家政学院中学校
キャンパスツアー 説　明　会

10 月 11 日（土）11:00 11 月 1 日（土）14:00 入試対策説明会（Ⅰ）

10 月 18 日（土）11:00 11 月 8 日（土）14:00 入試対策説明会（Ⅱ）

1 月 17 日（土）11:00 11 月 21 日（金）18:30 保護者対象説明会（Ⅱ）

11 月 29 日（土）14:00 過去問題解説

12 月 13 日（土）10:00 入試直前対策（Ⅰ）

1 月 7 日（水）10:00 適性検査解説

1 月 10 日（土）10:00 入試直前対策（Ⅱ）

2 月 21 日（土）14:00 新 6 年生対象説明会

■東京家政学院高等学校
キャンパスツアー 説　明　会

10 月 4 日（土）11:00 10 月 26 日（日） 9 :30 ばらフェスタ

11 月 22 日（土）11:00 11 月 15 日（土）14:00 初来校者対象説明会

12 月 6 日（土）14:00 入試問題対策説明会

12 月 13 日（土）14:00 入試相談説明会（Ⅰ）

12 月 26 日（金） 9 :30 入試相談説明会（Ⅱ）

■学校見学
　中学・高等学校　共通
　　平日 10:00 ～ 16:00
　　土曜 13:00 ～ 16:00
※事前にご連絡ください。
　（学校行事等の都合で見学できない場合があります）

創立 75周年
記念特別講演

創立 75周年
記念誌

75周年イメージキャラクター　
なっこちゃん

〈お問い合わせ先〉
東京家政学院中学校・高等学校　入試広報事務室
電話　03-3262-2559（入試専用ダイヤル）
FAX　 03-3262-2223
ホームページ　http://www.kasei-gakuin.ed.jp

ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合
わせください。
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2015 年度　東京家政学院　中学校入試募集要項（抜粋）
試験日

2 月 1 日（日） 2 月 2 日（月） 2 月 3 日（火）

午前 午後 午後 午前

募集人員 50 名 20 名 10 名 10 名

種　　別 総進 特進 特進 総進・特進

集合時間 8:30 15:00 15:00 8:30

入試形式 ２科・４科選択
２科・４科選択

適性検査
２科・４科選択 ２科・４科選択

終了時間
２科　10:30 ２科・適性　17:00 ２科　17:00 ２科　10:30

４科　11:30 ４科　18:00 ４科　18:00 ４科　11:30

スライド合格 なし ○ ○ ○

時間 ・ 配点

　２科 ： 国語・算数　（各 45 分、各 100 点）

　４科 ： 国語・算数　（各 45 分、各 100 点）　社会・理科　（計 50 分、各 50 点）

　適性検査：Ⅰ　作文（45 分）　  Ⅱ　総合問題（45 分）　

コース選抜基準
総合進学コース選抜基準：得点率 55％以上

特別進学コース選抜基準：得点率 65％以上

特待生制度

全ての入試において特待生を選抜します。

得点率 70％以上………入学金　免除

得点率 75％以上………入学金および授業料　半額免除

得点率 80％以上………入学金および授業料　全額免除

チャレンジ入試
合格者を対象に次のようなチャレンジ入試を行います。（実施日：１日午後、２日午後、３日午前）

【特待チャレンジ】・【特進チャレンジ】

検定料 20,000 円 （複数回受験可）

出願受付
　窓口 ： 1 月 20 日（火） ～ 入試当日 [ 日曜を除く ]　　9：00 ～ 16：00

　郵送 ： 1 月 20 日（火） ～ 1 月 27 日（火）　消印有効

合格発表
〈午前入試〉　◇掲示・ＨＰ……当日発表　

〈午後入試〉　◇ＨＰ……………当日発表　　掲示……翌日発表

入学手続 入試当日～ 2 月 6 日（金）　　　※適性検査合格者は 2/10（火）まで　　

手続き時納入金 入学金　　200,000 円

優遇制度

◇第 1 志望優遇：2/1 午前入試受験生に限ります。

◇特進チャレンジ優遇：2/1 午前入試合格者に限ります。

◇複数回受験優遇：各科目の最高点の合計を判定点とします。

入試 推薦（クラブ特待を含む） 一般（併願優遇を含む）

募集人員 80 名 80 名

コース 特別進学コース　または　総合進学コース

出願形式 単願 併願 一般（併願優遇を含む） 英語特待

入試日 1 月 22 日（木） 2 月 10 日（火）または 2 月 12 日（木） 2 月 12 日（木）

入試科目 面接

適性検査（100 点）
国語数学英語

合わせて 60 分
面接

学力試験（300 点）
国語数学英語

各 50 分
面接

学力試験（100 点）
英語
50 分
面接

検定料 20,000 円

合格発表 当日発表

手続き時納入金 入学金　　200,000 円

◇推薦基準　①全科目の内申点に「１」がない。　② 3 年次の欠席日数が 7 日以内

単願 併願（推薦・優遇）

総進コース ５科 15 または９科 27　SS50 ５科 17 または９科 30　SS54

特進コース ３科 11 または５科 19　SS58　　

◇特別活動の加点

単願・併願（推薦・優遇）

総進コース 2 点まで

主な内容 3 年間皆勤　英検・漢検・数検のいずれかが 3 級以上　　など

◇優遇制度

◇クラブ特待優遇……単願推薦受験生に限ります。

◇コース合格優遇……併願優遇受験生に限ります。

◇第 1 志望優遇………一般入試受験生に限ります。

◇特待条件 いずれかの条件を満たせば、特待生合格となります。

特待Ａ
入学金および

授業料全額免除

調査書の内申点  5 教科 25
または会場テストの偏差値  65 以上

英検・漢検・数検のいずれかが準１級以上であること

入試の合計点 80％以上

特待Ｂ
入学金および

授業料半額免除

調査書の内申点  5 教科 23 以上
または会場テストの偏差値  63 以上

英検・漢検・数検のいずれかが 2 級以上であること

入試の合計点 75％以上

特待Ｃ
入学金免除

調査書の内申点  5 教科 20 以上
または会場テストの偏差値  60 以上

英検・漢検・数検のいずれかが準 2 級以上であること

入試の合計点 70％以上

クラブ特待
入学金免除

バドミントン部
ソングリーダー部（チアリーディング）

ソフトテニス部
吹奏楽部

　　　　　＊授業料免除は 1 ヵ年が対象です。次年度への継続は審査の上、決定します。

2015 年度　東京家政学院　高等学校入試募集要項（抜粋）　

東
京
家
政
学
院
発
祥
の
地
記
念
石
碑
建
立

創
立
記
念
日
の
5
月
21
日
、「
東
京
家
政
学
院

発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
大

正
12
年
2
月
、
大
江
（
宮
川
）
ス
ミ
先
生
が
、
東

京
家
政
学
院
の
基
と
な
っ
た
「
家
政
研
究
所
」
を

牛
込
区
市
ヶ
谷
富
久
町
（
現　

新
宿
区
富
久
町
）

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
当
地
に
お
住
い
の

宮
川
様
（
大
江
先
生
の
姪
、姪
孫
）
の
ご
厚
意
と
、

光
塩
会
、
あ
づ
ま
会
の
皆
様
等
の
ご
協
力
を
得
て

実
現
し
ま
し
た
。

記
念
碑
の
揮
毫
は
、
卒
業
生
の
竹
内
和
子
様
、

東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
2
年
片
山
綾
乃
さ
ん
が

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
江
ス
ミ
先
生
の
お
墓
参
り
の
後
、

永
山
ス
ミ
光
塩
会
会
長
、
澤
田
三
和
子
あ
づ
ま
会

会
長
、
山
口
孝
理
事
長
（
現
理
事
）、
沖
吉
和
祐

常
務
理
事
（
現
理
事
長
）
は
じ
め
多
数
の
関
係
の

方
々
の
出
席
の
も
と
、
大
江
ス
ミ
先
生
を
偲
び
つ

つ
、
記
念
碑
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま
し
た
。
お
近

く
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

記
念
碑
へ
の
道
順
は
法
人
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東京家政学院創立 90 周年記念募金のお願い
本学院では東京家政学院の創立 90 周年を記念し、卒業生や教職員の皆様のご賛同を得て、平成 22 年 7 月か

ら平成 27 年 5 月まで募金活動を行っております。
お陰様で現在、約 6,868 万円のご寄付をいただきました。
ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。
お寄せいただきましたご芳志は、千代田三番町、町田、並びに筑波の各キャンパスの教育環境整備などに活用

させていただきます。
引き続き、皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げます。

記念募金の状況（平成 26 年 8 月末日現在）
卒業生、役員、教員、職員、在学生保護者等 個人から 54,218,839 円
光塩会、あづま会、東京家政学院大学保護者会、筑波後援会、卒業生一同等 団体から 8,475,440 円
その他、企業、法人等から  5,990,000 円

募金は次のような事業に使用されています

キャリアサポートセンター
（高等学校・中学校）

テニスコート整備
（千代田三番町キャンパス）

ローズコート
（町田キャンパス）

図書館のパソコン更新
（筑波キャンパス）

募金方法
ご支援いただける場合、次の指定銀行口座へお振り込みください。
振込先銀行名 みずほ銀行（0001） 支 店 名 麹町支店（021） 預金種目 普通預金 口座番号 1216980

口 座 名 義 人 ガク）トウキョウカセイガクインソウリツキュウジュウシュウネンキネンボキン
学校法人東京家政学院創立 90 周年記念募金

※ ご支援いただいた際には、住所、漢字氏名等を確認させていただきたいため、末尾記載の募金事務局までご一報ください。

＜お問合せ先＞学校法人 東京家政学院 募金事務局　TEL：03-3262-2242　 E-mail：bokin@kasei-gakuin.ac.jp

東京家政学院発祥の地記念碑

〈お問い合わせ先〉
東京家政学院中学校・高等学校　入試広報事務室
電話　03-3262-2559（入試専用ダイヤル）　　FAX　03-3262-2223
ホームページ　http://www.kasei-gakuin.ed.jp

〒102-8341　東京都千代田区三番町22 番地
TEL：03-3262-2251（代）
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge

Virtue

Art

: 知識を高める
: 徳性を養う
: 技術を磨く
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「
東
京
家
政
学
院
発
祥
の
地
」
記
念
碑
に
つ
い
て

光
塩
会
会
長

永
山　

ス
ミ

5
月
21
日
創
立
記
念
日
に
「
東
京
家
政
学
院
発
祥
の
地
」

記
念
碑
が
、
大
江
先
生
居
住
地
跡
（
現 

宮
川
様
居
住
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
江
先
生
の
眠
る
青
山
墓
地
に
学
院
、
光
塩

会
、
あ
づ
ま
会
、
50
余
名
の
方
々
と
墓
参
後
、
直
ち
に
市
ヶ

谷
富
久
町
に
集
い
、
午
後
2
時
半
よ
り
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

立
派
な
記
念
碑
の
建
立
に
、
一
同
深
い
感
動
を
憶
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
宮
川
様
御
準
備
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ

れ
、山
口　

前
理
事
長
、沖
吉　

前
常
務
理
事
（
現
理
事
長
）、

宮
川
様
、卒
業
生
鳥
羽
様
（
専
21
回
卒
）
の
御
挨
拶
に
続
き
、

記
念
石
寄
贈
者
番
場
様
（
光
塩
会
員
、
あ
づ
ま
会
員
）、
記

念
碑
揮
毫
者
竹
内
様
（
専
22
回
卒
）、
片
山
様
（
高
2
年
在

校
生
）、工
事
に
多
大
の
御
骨
折
り
を
下
さ
っ
た
施
設
グ
ル
ー

プ
の
方
々
の
御
紹
介
が
あ
り
、
学
院
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の

建
立
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
家
政
学
の
先
駆
者
で
あ
る
先
生
は
、
１
９
０
２
年

英
国
留
学
、
１
９
０
６
年
帰
国
、
１
９
２
３
年
日
本
の
家
政

学
の
礎
を
構
築
す
る
た
め
、
こ
の
地
に
家
政
研
究
所
を
開
設

さ
れ
、
理
想
的
な
家
政
学
実
現
の
た
め
に
１
９
２
５
年
全
力

を
注
い
で
、
東
京
家
政
学
院
を
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
を
偲
び
、
先
生
の
志
を
改
め
て
促
え
直
し
、
将
来
に

向
っ
て
新
し
い
歩
み
を
始
め
る
こ
と
を
一
同
心
か
ら
願
い
ま

し
た
。

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
に
は
、創
立
者
大
江
先
生
関
連
資
料
部
に
よ
り
、

先
生
の
熱
い
女
子
教
育
へ
の
志
と
91
年
の
学
院
の
歩
み
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
御
覧
下
さ
い
ま
せ
。

尚
、
卒
業
生
の
素
晴
ら
し
い
作
品
展
示
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

恒
例
の
バ
ザ
ー
に
は
、
全
国
支
部
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
名

品
、
特
産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
、
何
卒
母
校
へ
足
を
お
運
び
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
26
年
度　

光
塩
会
支
部
長
会
／
評
議
員
会
・

総
会
・
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
を
終
え
て

6
月
14
日
（
土
）
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
教
室

で
支
部
長
会
が
行
わ
れ
、
翌
15
日
（
日
）
に
評
議
員
会
・
総

会
・
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
が
、
私
学
会
館
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
会
は
、
ま
ず
、
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
国

自
慢
な
ど
を
語
っ
て
和
や
か
に
支
部
長
さ
ん
同
士
の
親
睦
を

図
り
、
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
は
、
支
部
報
告
に
続
き
、
光
塩

会
の
運
営
・
支
部
の
運
営
に
つ
い
て
真
剣
な
討
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

評
議
員
会
・
総

会
は
約
１
０
０
名

の
出
席
者
が
あ
り

ま
し
た
。
審
議
事
項

で
は
、
光
塩
会
奨
学

金
の
見
直
し
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
将

来
の
光
塩
会
を
担

う
在
学
生
へ
の
経

済
的
支
援
の
方
法

は
ど
う
あ
る
べ
き

か
？
は
例
年
に
な

く
熱
い
議
論
と
な

り
ま
し
た
。
見
直

し
は
承
認
さ
れ
具

体
案
の
検
討
に
入

り
ま
す
。　

そ
の
後
、「
東
京

家
政
学
院
発
祥
の

地
」
の
記
念
碑
に

つ
い
て
、
永
山
会

長
よ
り
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
・
ジ
ョ

イ
ン
ト
同
期
会
は
、

東
京
家
政
学
院
新
理
事
長
の
沖
吉
様
、
天
野
学
長
を
は
じ
め

と
す
る
学
院
の
先
生
方
、
歴
代
光
塩
会
会
長
と
、
多
く
の
来

賓
に
ご
列
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
日
蓮
宗
千
葉
県
西
部
の
お
上
人
様
五
名
に
よ
る

雅
楽
が
演
奏
さ
れ
、
お
食
事
の
手
が
止
ま
る
ほ
ど
に
聞
き
入

り
、
雅
な
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
27
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
は

6
月
14
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

光
塩
会
活
動
へ
の
お
誘
い

１
． 

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭　

筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

創
立
者
大
江
先
生
関
連
の
展
示

　
　

10
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）

２
． 

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

光
塩
会
バ
ザ
ー　

11
月
8
日
（
土
）
9
日
（
日
）

３
．
校
舎
見
学
に
つ
い
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

の
希
望
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

学
院
の
施
設
グ
ル
ー
プ
又
は
光
塩
会
事
務
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

４
．
同
好
会
な
ど
に
つ
い
て

・
大
江
文
庫
を
翻
刻
す
る
会

　

第
1
・
3
（
月
曜
日
）

・
遺
著
を
読
む
会

　

隔
月
第
2
土
曜
日

・
や
さ
し
い
英
会
話

　

第
1
・
3
（
火
曜
日
）

・
合
唱　

リ
ラ
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル

　

毎
週
（
月
曜
日
）

・
新
設　

星
の
王
子
さ
ま
を
語
り
合
う
会

　

第
4
月
曜
日

　

☆
第
１
回
目
は
9
月
22
日
（
月
）

中
高
創
立
75
周
年
記
念
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
づ
ま
会
会
長澤

田
三
和
子

創
立
75
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
は
、
東
京
家
政
学
院
中
学
・
高
校
が
、
高
等
女
学
校

と
し
て
昭
和
14
年
に
創
立
い
た
し
ま
し
て
、
75
周
年
に
な
り

ま
し
た
。

9
月
27
日
、
常
磐
祭
の
文
化
祭
で
、
75
周
年
の
記
念
式
典

を
大
江
ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
あ
づ
ま
会

役
員
一
同
大
変
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
づ
ま
会
は
こ
れ
を
記
念
し
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を
つ
く
り
、

こ
の
お
披
露
目
も
い
た
し
ま
し
た
。

「
あ
づ
リ
ー
ヌ
」
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
徒
さ
ん
に
は
、「
あ
づ
リ
ー
ヌ
」
入
り
コ
ン
パ
ク
ト
ミ

ラ
ー
を
お
祝
と
し
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

75
周
年
を
お
祝
い
し
て
、
東
京
家
政
学
院
高
校
の
卒
業
生

で
も
あ
る
女
優
の
麻
実
れ
い
さ
ん
（
元
宝
塚
）
が
講
演
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

日　
　
　

11
月
8
日
（
土
）

時　
　
　

午
後
1
時
10
分
～
2
時
10
分

場
所　
　

大
江
ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
ら
ん
の
上
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

校歌斉唱の様子

懇親会アトラクション

あづリーヌ

贈呈した「あづリーヌ」入り
コンパクトミラー

　関連資料部は、日々資料の発掘・整理に励んでいます。

今は戦時中に紛失してしまった初期の光塩誌（15・16・17 号）を探して

おります。

　お持ちの方がいらっしゃいましたらぜひ、ご一報ください。

※光塩会への問い合わせ・情報の提供は

　光塩会事務局０３－３２６５－３６４６ 迄（木土日祝閉館）

創立者大江スミ先生関連資料部からのお願い
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私
は
、
平
成
24
年
度
に
家
政
学
部
児
童
学

科
を
卒
業
し
、
現
在
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖

町
で
幼
稚
園
教
諭
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
と
同
じ
目
線
で

か
か
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
楽
し
さ
や
感

動
、
発
見
な
ど
を
共
感
し
て
子
ど
も
達
の
成

長
を
間
近
で
感
じ
な
が
ら
園
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
達
が「
先
生
～
！
」と
集
ま
っ

て
来
た
時
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
自
分
の

存
在
価
値
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
2
年
目
。
ま
だ
ま
だ
先
輩

の
教
師
か
ら
教
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
沢
山
あ
る
中
、
先
日
、
私
の
ク
ラ
ス
に
教
育

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
初
め
は
心
配
で
、
質
問
に
受
け
答

え
が
で
き
る
か
な
ど
、
様
々
な
戸
惑
い
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
の
教
師
か
ら
「
教

師
で
あ
る
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
ば

大
丈
夫
！
」
と
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、
大

学
時
代
の
自
身
の
学
び
も
思
い
出
し
な
が
ら
、

自
信
を
持
っ
て
臨
む
し
か
な
い
と
覚
悟
を
決

め
て
、
教
育
実
習
生
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

各
々
の
園
に
も
よ
り
ま
す
が
、
私
の
勤
め

て
い
る
幼
稚
園
で
は
、
仕
事
を
〝
経
験
し
て

学
ぶ
〟
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
社
会
人

1
年
目
か
ら
、
行
事
の
司
会
を
し
た
り
、
責

任
者
を
し
た
り
…
。
初
め
て
の
事
で
も
ど
ん

な
こ
と
も
担
当
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
の

先
生
方
の
多
く
の
協
力
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
自
分
が
経
験
を
す
る
こ

と
で
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
次
へ
の

課
題
に
繋
げ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
教

育
実
習
生
の
指
導
で
も
、
私
が
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
社
会
の

中
で
大
切
な
こ
と
は
、
何
事
も
経
験
し
て
み

て
、
自
分
の
力
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
責
任
も
あ
り
ま
す
が
。
学

生
の
み
な
さ
ん
！
大
学
生
の
今
こ
そ
、
専
門

知
識
と
技
能
を
高
め
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

 

東
京
家
政
学
院
大
学　

家
政
学
部　

児
童
学
科
卒
業

�

外
川　

由
貴

　
「
食
」
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
、
家
族
の

あ
り
方
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。「
食
」
に
は
健
康
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

楽
し
み
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
場
、
食
文
化

の
伝
承
な
ど
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
食

品
・
調
理
学
研
究
室
で
は
、「
食
の
お
い
し

さ
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
野
菜
、
果
物
な

ど
の
お
い
し
さ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
中
心
と
し

た
抗
酸
化
成
分
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
調
理
や
加
工
の
際
生
成
す

る
有
害
物
質
を
減
ら
す
方
法
な
ど
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
現
代
家
政
学
科
の
ゼ
ミ
の
学

生
た
ち
を
迎
え
て
、
よ
り
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
密
着
し
た
テ
ー
マ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に

よ
り
調
理
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
不
足
し
が
ち
な
野
菜
を

し
っ
か
り
と
れ
る
よ
う
な
簡
便
で
お
い
し

く
、
し
か
も
栄
養
素
な
ど
が
保
持
さ
れ
る
調

理
法
の
開
発
な
ど
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
提
案
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、担
当
す
る
科
目「
調
理
学
実
習
」「
食

文
化
演
習
」
で
は
、
行
事
食
や
郷
土
料
理
な

ど
の
実
習
も
行
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
が
日

本
の
食
文
化
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業
研
究
に

お
い
て
も
正
月
料
理
な
ど
日
本
の
食
文
化
の

継
承
に
つ
い
て
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
学
生
に
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
も
い

ま
す
の
で
、
異
な
る
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
学
生
た
ち
や
私
に
と
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
家
政
学
院
大
学

　

現
代
家
政
学
科　

食
品
・
調
理
学
研
究
室

（
三
宅
紀
子
研
究
室
）

�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

外
川
由
貴
（
ト
ガ
ワ
ユ
キ
）

平
成
25
年　

3
月　

東
京
家
政
学
院
大
学

家
政
学
部　

児
童
学
科　

卒
業

 

平
成
25
年　

4
月
よ
り
地
元
、
山
梨
県
に

て
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
勤
務

現
在
に
至
る

　

49

製作活動の様子

延長保育の様子

「食文化演習」で各グループが調理した
郷土料理

ゼミの様子
―中間発表が終わってほっと一息―


